青い鳥になって（仮）

羊の数を数えても
街の明かりは眩しくて

星の向こうへ
溜息を漏らす

ひとつ、ふたつ

ビルの隙間を縫うように
飛行機雲が横切って

海の向こうへ
あふれてこぼれる
ひとつ、ふたつ、みっつ、よっつ

手を伸ばしても届かなくて

言葉にすれば、壊れそうで

そんなあなたの微笑を

心に浮かべて
空を見上げてる

ほんのつかの間じっとして
何も言わずにそこにいて

瞳を閉じて
鼓動を重ねて

ひとつ、ふたつ、みっつ、よっつ

どんな明日も叶うと言って

どんな冬にも花は咲くって

そんなあなたの微笑へ

青い鳥になって
飛んでゆきたい

手を伸ばしても届かなくて

言葉にすれば、壊れそうで

そんなあなたの微笑を

抱きしめたままで
歩き続ける
今日も
いつまでも

